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Whereas there had been many scales for measuring the cognitive aspects of help-seeking， few scales had 
been developed to measure help-seeking behavior. The purposes of this study were to develop a 
belp-seeking bebavior scale for pupils and to examine its reliability and validity. A total of 797 pupils in 
the fourth to the sixth grades and nine teachers answered a questionnaire. A help-seeking behavior scale 
whicb has nine items was developed through principal component analyses and confirmatory factor 
analyses. The results showed that this scale had sufficient test-retest reliability after a three-month interval. 
It was also shown that this scale had criterion-related validity by calculating correlation coefficients 
between the teacher-rating and self-rating of help-seeking behavior. Convergent validity was also 
suggested by positive relationships among help-seeking behavior， perceived social support and social 
skills. Applications of the scale for examining the process of help-seeking were discussed. 






















要請意図・援助要詩意志，援助要請行動を Figure1のよ る。また本田・石探(2008)は i援助を提供されたときや
うに整理している。 その後に行われる，他者から提供された援助が自分自身
被援助志向性 援助要請に関連する概念のうち，援助 に与えた影響に対する認知的評価j を援助に対する評価
要詰概念、の認知的側面を広く包含する被援助志向性 (援助評価)と定義し，中学生を対象として 4つの下位尺





みJ(水野・石限， 1999)と定義されており，この中に後 (help-seeking intention)や援助要請意志 (willingnessto 
述する援助要請に関する意思や態j支，援助要請に対ーする help-seek)は，悩んでから生じる相談しようという思いで
意志が含まれる(本国他， 2011)。本邦では， EI3H・石限 ある(本i王1，2015)。このうち援助要請意図は「もし今悩
(2001 )が》中学校教15IjIの被援Il)J志向性について i援助の んでいるとしたら祁談すると思うかJ，援助要請意志は
欲求と態度Jおよび f援助関係に対する抵抗感の低さJ iこれから先に悩んだとしたら祁談したいと思うかj を
の2因子から構成される被援助志向性尺度を開発したの 問うものである(本田， 2015)。こうした侵Il)J要請の意思
を技切りに 3 中学生(111コ・水野・石限， 2004)，大学生(木 決定については，従来，主に社会心理学諾理論を用いた






Figure 1 援助要請概念の測定方法による包含関係(本田・新井・石|民 2011)
児童用援助要請行動尺度の作成 3 
行動の促進と抑制に対する影響について，検討が行われ





















































































































































































調査全体では 797名(男子 387名，女子 410名)を対象
とした。このうち， ソーシャル・サポートおよび公的岳
己意識との関連を検討する質問紙(以下，質問紙 A)には，
関東地方の 4校の小学校に通う 4年生から 6年生 390名
(男子 207名，女子 183名)が回答した。社会的スキルと
の関連の検討に関する質問紙(以下，質問紙 B)には，ノト
学 41~三生から 6 i!三生 292 名(男子 134 名，女子 158 名)が

















(II!!~ 回， 1998; 1鳴13・同安・坂野， 1992)および学校心盟
学において提唱されている 4つの援助サービス(石限 3
1999)を参考に r対人関係J，r学習J，r心理j， r健mtJ，
fn七黄j の 5つの領域に関する 12l妥iヨで、あった(すべて











や病気，不定愁訴等)の 41l{1J 面を提唱している。また II!I~j
|召他(1992)では，小学生のストレッサーを「先生との
関係J，r友だち関係J，r叱責j の3種類から捉えてい
















社会的スキル 10ミ1 ・戸ヶIh奇・岡安・坂野 (1996)の社
会的スキノレ尺度をHH、た。本尺度は 1両社会的スキル」









実問紙 A については 2004年 7月から 8月，質問紙 B
については同年 1月から 12月であった。なお再検査信
頼性の検討については，質問紙 Aに回答した一部サンプ















は 45.73%であった (Table1)。なお，質問紙 A と質問紙 B
における援助要請行動尺度の得点を比較したところ F 質
問紙 A に回答した群の得点が有意に高かったが
(r (637.52) =4.38， pく 01，d=0.34)，その効果量は小さく，
両訴において大きな差は認められなかった。
また，援助要諸行動については性差の可能性が指摘さ
れているほか(木村・水野， 2004;水野・石限， 1999)， 
援助要請諸概念についても尺度の性差が認められている





7友だちに、むしされたとき、わたしはだれかにそうだ、んします(対人関係) 2.15 1.01 .79 .62 
10友だらから、いじめられたとき、わたしはだれかにそうだんします(対人関係) 2.36 1.05 .77 .59 
3友だちに、なかまはずれにされたとき、わたしはだれかにそうだんします(対人関係) 2.36 0.99 .75 .56 
6 I~I 分が、人からきらわれてし、なし功冶気になったとき、わたしはだれかにそうだ、んします(心理) 2.21 1.03 .75 .57 
5友だちとけんかをしたとき、わたしはだれかにそうだんします(対人関係) 2.35 1.01 .70 .48 
9おこられて、いらいらしたとき、わたしはだれかにそうだんします(叱責) 1.93 1.00 .61 .38 
i 成績のことで悩んだとき、わたしはだれかにそ'うだんします(学習) 2.11 0.89 .59 .35 
2 I~I 分のかおや、スタイルについて、気になることがあったとき、わたしはだれかにそうだんします(心理) 1.78 0.86 .56 .31 
12 自分はわるくないのに、おこられたとき、わたしはだれかにそうだんします(1ヒ黄) 2.67 1.05 .52 .27 
除外されたI真 I~j
けからだのちょうしがわるいとき、わたしはだれかにそうだんします(健康) 2.90 0.96 
8古川、事や、しゅくだ、いが多くていやだ、ったとき、わたしはだれかにそうだんします(学習) 1.90 0.94 




























α x- (dJ) GFI AGFI CFI RMSEA AIC 
質問紙 A
全体 .85 85.39 (27) .96 93 95 .08 121.39 
男女児IJ
配置不変モデjレ 137.33" (54) .93 88 .92 .06 209.33 
浪IJ定不変モデノレ 146.40 (61 ) 92 .89 .91 .06 204.40 
質問紙 8
全体 82 71.15 (27) 95 .91 93 08 107.15 
男女別
配置不変モデル 112.36 (54) .91 86 .90 0ー6 184.34 




質問紙 A 質問紙 B
iヨ 男子 女子 男子 女子
番 全体 配置 測定 E出し2.i1長且L 測定 全1* 配置 測定 直己i置 測定iJE:y L 
不変 不変 不変 不変 不変 不変 不変 不変
7 .76 67 .72 .83 .79 .73 65 .70 .77 .76 
10 74 .77 73 .63 .70 74 .57 57 .66 .66 
3 73 76 73 .70 73 .73 .52 .55 66 .62 
6 71 .70 69 .68 .69 .67 .64 70 .74 71 
5 64 62 .61 .57 .59 69 .63 .58 59 .62 
9 .53 50 。51 .52 .50 .52 .51 .46 49 .52 
.50 .45 .49 .54 52 .47 .49 37 .32 .41 
2 48 41 .45 .44 40 .45 .54 44 28 39 
12 .44 .37 .37 .55 .54 .41 .37 .38 39 .40 
注)数字は間子負荷量を示す。
項目の順番は TableIとー致させている。
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Table 4 援助要請行動尺度の構成披念妥当性の検討
M SD α J妥写J詰サポート 自公意的識
社会的スキノレ
援助要請行動 2.21 0.67 .85 35** ー.51* 27*キ -.19* .12 
aソーシヤノレ・サポート 3.24 0.57 .88 36** ー.18*
I公的自意識 2.34 0.75 86 -.34*キ ー.03
社会的スキノレ
b I有j社会的 3.13 0.42 70 46** -.38** ー.18*
b引っ込み思案 1.66 0.48 .67 -.26*キ -.27ネ*綱 14







4年生 5年生 6年生 性別
df=I，383 
M 2.02 1.85 2.16 
男子 SD 0.61 0.49 0.66 
1 68 66 73 46.15** 
M 2.37 2.27 2.66 偏 η2=.11
女子 SD 0.60 0.60 0.70 











いて， 1妥助要請行動尺度の符点を比較した。 9 名の教Il~î
より，より多くの援助要請を行う児童(男子 6名，女子




定にて比較した結果，有意差が認められ (1(46) =2.65， 
pく.05，d=0.80) ，前者の児童における援助要請行動尺度得
点が有意に高く，その効果量は大きかった。
学年 df=2，383 (Tukey 法)
df=2，383 
10.98** 0.53 女子>男子









かったほか， 6年生の得点が 4年生及び 5年生の得点よ
りも有意に高かった。交互作用は有意ではなかった (F(2，
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